
未来への責任としての
アーカイブズ

研究の社会的使命を考える
主催：立命館大学大学院 先端総合学術研究科

受付フォームは
こちら！

「どんな情報でもネットに転がっている」
という思い込みと決別することから、研究は始まります。

本研究科では、大学院生があくまでも一次資料を自分の力で探索し
堅実に自らの研究を組み立てていく姿勢を重視しています。
それによって、簡単に忘れ去られてしまう資料を保管し、

未来へと伝えていくことは、研究者の責任でもあるのです。
今回の対談では、本研究科教員の後藤基行（歴史社会学）と戸谷洋志（哲学）が、

それぞれの専門領野の視点から、「資料」と「責任」の関係について、考えていきます。

11/8(金)
17:00～18:00
Zoom配信

要事前申込

大学院ウィーク

2024

◀戸谷洋志

後藤基行▶

実施方法：Zoomによる配信
参加申込フォーム：https://forms.gle/3ziU7dxccGnVKXV48

申込締切：2024年11月6日（水）17：00
＜締切り後参加を希望される方は以下までご連絡ください＞

衣笠独立研究科事務室 先端研担当　doku-ken@st.ritsumei.ac.jp


